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	 低炭素社会の実現が叫ばれて久しいが，国際的な議論として地球変動枠組締約国会議（COP）
においても現実的な削減目標の世界的コンセンサスが得られていないのが現状である．我が国

では，十分に効率的なエネルギー消費スタイルに転換してきているが，個々の取り組みで達成

できることは限られており，面的なエネルギー利用が求められる．しかし，エネルギー消費の

主要な発生元である個々の建築物の正確な空間分布を用いて集計した分析例は少ない．本研究

では，日本を対象として，詳細なスケールでのエネルギー消費量，および CO2 排出量の推計を

行うことを目的とする．本稿では，建築物一棟毎に算出された延床面積を用いて，建物用途・

規模別に推計された世帯当たり・延床面積当たりのエネルギー消費量，CO2 排出量の推計を行

った． 
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1. 背景及び目的 
 

	 低炭素社会の実現が叫ばれて久しいが，国際的な議論

として，地球変動枠組締約国会議（COP）においても現
実的な削減目標の世界的コンセンサスが得られていない

のが現状である．我が国では，十分に効率的なエネルギ

ー消費スタイルに転換してきているが，個々の取り組み

で達成できることは限られており，面的なエネルギー利

用が求められる．しかし，エネルギー消費の主要な発生

元である個々の建築物の正確な空間分布を用いて集計し

た分析例は少ない． 
	 当研究グループでは，都市の発展と都市の構造物に蓄

積される資材量との関係性を把握することを研究の目的

としており，都市の構造物について詳細なスケールでの

GISデータベースの構築を行っている．平川ら(2009)によ
って，全国の建築物のGISデータを基に，構造物毎での
延床面積，資材蓄積量の推計が行われており，それらの

詳細な空間単位での情報を用いることで都市の状態の把

握を行うことが可能である． 
	 本研究では，日本を対象として，建物毎の詳細なスケ

ールでのエネルギー消費量，およびCO2排出量の推計を

行うことを目的とする．本稿では，民生家庭部門を対象

として，建築物一棟毎に算出された延床面積を用いて，

建物用途・規模別に推計された世帯あたり・延床面積あ

たりのエネルギー消費量，CO2排出量の推計を行った． 
2.	 推計方法 
	 

(1) 建築物毎の延床面積	 
	 建築物毎の延床面積は，住宅地図データベースZmap-
TOWNⅡ(2009)から求めたものを使用する(2011，谷川
ら)．Zmap-TOWNⅡ(2009)には，約6,200万棟の建築物の
情報が保存されており，建築物は14種の建築物種に分類

されている．この中には，車庫・ビニールハウス・公衆

トイレなどといった付属建築物も含まれるため，実際に

は，戸建住宅・共同住宅・テナントビル・事業所・目標

物といった主たる建物(種別CODE：1363,1364,1365,1200)

を推計の対象とした．各建築物の延床面積は，建築面積

に階数を乗じることで求める．建築面積は建築物ポリゴ

ンの面積とし，階数情報については，Zmap-TOWNⅡに含

まれている情報の他に，住宅土地統計調査を用いて補正

を行っている．	 

	 

(2) 用途種別の推定	 
	 前節において延べ床面積を推計した4つの建築物種に

ついて，用途種別の推定を行う．種別CODE:1364につい
ては，戸建住宅だけである．種別CODE:1365では，テナ
ントビルと集合住宅が区別されていないため，平成22年

度国勢調査に記載されている町丁字ごとの集合住宅数を



 

 2 

集計した．なお，種別CODE:1363及び種別CODE:1200に
ついては，複数の用途種の建物が混在しており，判別

が困難であるために本稿では推計の対象外とした．今

後の課題として，統計情報などを用いて判別する手法

の検討を行う．	 

	 

(3) エネルギー消費原単位	 
	 延床面積あたりのエネルギー消費量は，日本エネル

ギー経済研究所が発行している民生部門エネルギー消

費実態調査の値を利用した．また 
，エネルギー消費量から二酸化炭素への計算は表1の
値を用いた．．集合住宅に関しては，各集合住宅に住

んでいる世帯数の情報が得られなかったため，まず国

勢調査から得た町丁字ごとの集合住宅に住んでいる世

帯数を，GISデータから得た町丁字毎の延床面積の合計
値を除することで，単位延床面積あたりの世帯数を算

出し，各集合住宅に住む世帯数の算出を行った． 
 
2. 結果及び考察	 
	 図1に500kmメッシュでエネルギー消費量の集計を行
った結果を示す．建築物の分布，延床面積が大きい都

市部でのエネルギー消費量が多いことがわかる．建物

毎で推計されているので，任意のスケールで集計，可

視化が可能である．表2にエネルギー消費量から求め
たCO2排出量を示す．なお，ここでの二酸化炭素排出

係数は表1のものを用いている．北海道において戸建住
宅の値が小さいものとなったが，これは，規模の小さ

い(〜30m2)の戸建住宅の原単位が整備されていなかった
ためであり，今後補正を行う．比較として，国立環境

研究所による温室効果ガスインベントリの値を記載した．

世帯当たりのCO2排出量はこの値に近しいものとなって

おり，本手法の適用する妥当性を見出すことができた． 
 
5.	 まとめ  
	 本稿では，民生家庭部門を対象として，建築物一棟

毎に算出された延床面積用いて，建物用途・規模別に推

計された世帯あたり・延床面積あたりのエネルギー消費

量の推計を行った．今後の課題としては，業務建物も含

めた民生部門におけるエネルギー消費量の推計，そのた

めの原単位の整備を行う．また，当研究グループで推計

を行っている資源蓄積量のデータなどと合わせて，GIS
データベースの拡充を行う予定である．	 
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表 1	  二酸化炭素排出係数(2009) 
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表 2	 CO2排出量推計結果(2009) 

図 1	 エネルギー消費量の分布 


